










Corporate alliances aiming for replacement or complement of the value chain function of the 
other companies, which could possibly become competitors, have been increasing, while a lot of 
other companies withdraw from such functions. This article is to clarify such type of alliances, 




































































2 － 1 　企業提携に関する研究
ここではまず、企業提携に関する先行研究のレビューを行なう。








Ghemawat, Porter and Rawilinson（1986）、Hamel,Doz and Prahalad（1989）、Brandenburger and 
Nalebuff（1995）、Brandenburger and Nalebuff（1996）（ 4 ）、Doz and Hamel（1998）、Dyer and Sigh（1998）、
Barney（2003）、Luo（2007）などが競合企業との提携の問題を扱ってきた。
これらの提携の研究は、市場要因を重視した Positioning View に位置づけられる研究、資源要因を
重視した Resource Based View に位置づけられる研究、そしてその両者を考慮した研究に大別される。
2 － 2 　市場要因を重視した研究
第 1 の市場要因を重視した研究として、Brandenburger and Nalebuff（1995）は、自己に焦点を置く
のではなく他者に焦点を置くことで、自分が他者に何を与える事ができるかを考えるゲームを「Right 


















Brandenburger and Nalebuff（1995, 1996）は、協調的な方法と競争的な方法の両方を考慮するべきと
して、「コーペティション（Co-opetition）」の概念を提示した。Co-opetition は勝つか負けるかの競争で
はなく、双方が勝つ状況も模索すること意味している。
2 － 3 　資源要因を重視した研究
第 2 の資源要因を重視した研究としては、Hamel,Doz and Prahalad（1989）が挙げられる。彼らは、































2 － 4 　市場・資源要因の両方を考慮した研究




2 － 5 　Luo（2007）の研究
Luo は、Brandenburger and Nalebuff（前掲書）が提唱した Co-opetition を、競争関係と協調関係の
強弱により、競争状況（Contending Situation）、隔離状況（Isolating Situation）、共同状況（Partnering 









































2 － 6 　Porter & Fuller（1986）、Ghemawat, Porter and Rawlinson（1986）の研究
これまで述べてきた研究は、企業全体としての提携について述べており、企業のバリューチェーンに
関しては、Luo が第 2 の競争状況の中で若干触れている以外、言及されていない。そうした視点から考
えると、先行研究の中では、Porter & Fuller （1986）、Ghemawat, Porter and Rawlinson（1986）が、
バリューチェーンに着目した競合企業同士の企業提携について述べている。
Porter & Fuller （1986）は、提携には内部開発や合併等では得られない 4 つの利点があると言う。


















また Ghemawat, Porter and Rawlinson（1986）は、企業の提携が、産業・国・組織形態・目的別に
違いがあるかについて調査した。結果は、先進国の提携は新興国の提携と比較して製造業に特化し、バ
リューチェーン上の川下機能へ移行する傾向にあり、似たような資源を持つ Y 提携の方が、違う資源














































4 － 2 　事例の分類


























































5 ． 4 つの類型の事例研究
前項で述べた 4 つの類型から各々の代表的な事例として、キュービタス、セブン銀行、ラクスル、ホ
ギメディカルの 4 つを分析してみよう。














5 － 2 　バリューチェーンの一部を持ち機能を代替した例：セブン銀行











セブン銀行は IY グループ店舗内だけでなく、公共スペースへの ATM 設置も積極的に進め、新生銀























































































4 ：この本の原著オリジナルは、1996年に Doubleday から出版された。しかし、日本語訳に記された版権はペーパー
バックが発売された1997年になっている。ここでは原著に忠実に、出版年を1996年とした。
5 ：Brandenburger and Nalebuff（1995）では図 1 の左側の枠内の表記は Substitutions であったが、Brandenburger 
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